
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域と共に命を守る学び 
５月２８日中央中学校を会場にして、竹鼻南コミュニティーセンター主催の防災訓練が実施されました。 

地域の方と共に、自分たちの命を守るにはどうしたらよいのか、自分たちの生活を維持するためには何が必

要なのかを学ぶ機会でした。同時に、こうした訓練の運営補助として60名以上の中央中学校生徒が活躍し

ました。 

 受付では、参加された地域の方の名簿作成の補助を

する際、笑顔で、ご年配の方にも手取り足取り、丁寧な

対応をしていました。 

 中学生とのやり取りを普段は経験されていない方が

多いと思います。こうした機会にささやかながら触れ合

うことができる貴重な機会にもなったのではないかと

思います。 

  参加記念品の準備や昼食の準備、配膳、後片付けなどでも、気持ちの良い笑顔や思いやりある声かけがあち

らこちらで聞こえました。災害が起きれば、暗く沈んだ思いになることでしょうが、中学生のエネルギーや明るさは、

地域の支えにもなるのではないかと感じました。 

 

 

 

 

 

 

  竹鼻南コミュニティーセンターでは、飯盒炊爨が中心に行われていました。準備や後片付けは相当に大変でし

たが、その大変な仕事を地域の方の指示も受けながら、地道にこなしていた中学生は、防災だけではなく、社会

人として身に付けるべき力を学ぶ貴重な時間になったのではないかと思います。 
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■６月の予定 

日 曜 主な活動・行事 日 曜 主な活動・行事 

1 木  16 金 ４５分日課、部活動壮行会、高校見学バスツアー 

2 金  17 土 わたしの主張２０２３羽島市大会(文化センター１３：３０～) 

3 土  18 日  

4 日  19 月 心電図(１年生)、議会 

5 月 ４５分日課、学習相談日①、テスト期間 20 火 羽島市教育研究会(１-３技術、２-４国語) 

6 火 ４５分日課、学習相談日② 21 水 修学旅行①(３年生)、救命救急講座(２年生) 

7 水 QUアンケート 22 木 修学旅行②(３年生)、救命救急講座(２年生) 

8 木 教育実践観察(聖徳大) 23 金 修学旅行③(３年生) 

９ 金 ４５分日課、学習相談日③ 24 土 中体連(野球、ソフトテニス女子、卓球、剣道) 

10 土  25 日 中体連(野球、ソフトテニス女子、卓球) 

11 日 中体連(陸上競技) 26 月  

12 月 中間テスト①(１～３)、栄養摂取量調査 27 火  

13 火 中間テスト②(１、２)、生徒会レク 28 水 名古屋研修(２年生) 

14 水 ４５分日課、校内草取りボランティア 29 木 長浜研修(１年生)、性感染症防止講座(３年生) 

15 木 第１回進路説明会(３年生) 30 金  

 
 

■５/２９（月）から1週間、「ほめ褒めタイム」を実施しています 

  誰もが安心・安全な学校生活をおくるために、良好な人間関係を築くことが大切です。「よさを見つける」

という視点で仲間を見ることで、「この子は、こういう子だから…」といった固定化したネガティブなイメージを

変化させたいと考えます。「こんな〇〇な一面があるんだ」というポジティブなイメージを増やしていくことで、

温かい人間関係を築くことを目的としています。 
 

５/２９（月） ５/３０（火） ５/３１（水） ６/１（木） ６/２（金） 

ほめ褒めタイム① 
となりの席の子の
よさを伝え合おう 

ほめ褒めタイム② 
班の仲間のよさを
伝え合おうⅠ 

ほめ褒めタイム③ 
班の仲間のよさを
伝え合おうⅡ 

ほめ褒めタイム④ 
他の班の仲間のよ
さを伝え合おうⅠ 

ほめ褒めタイム⑤ 
他の班の仲間のよ
さを伝え合おうⅡ 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                                         

 

〇〇さん・□□さんへ 

「〇〇さんは、ロッカーのチェックをいつもやっていたり、

今日は靴箱をチェックする担当者が休みだったから代

わりにやっていた。□□さんは、移動教室の時や帰りに

いつも最後まで残って、机の整頓を自分の担当じゃな

いところもしている。私も〇〇さんのように仲間の代わり

にやってあげられるような優しい人になりたいし、私は

最後まで残っているけど、自分の担当のところしかやっ

ていなかったので、□□さんのように責任感を持って仕

事をやり切りたい。」                     ☆☆より 

 仲間のよさを黙々とロイロノートに打込み、班や学級で

共有しました。仲間のよさを認め合う明るい雰囲気、笑顔

がこぼれる「ほめ褒めタイム」になりました。仲間のよさだ

けでなく、自分のよさにも改めて気づけたのではないでし

ょうか。そして何より、仲間のよさをみつける目をもっている

ことが、中央中生のよさだと感じます。 


